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上下顎一体の中で立体的な轡曲の付与が不可欠であるo そのため，歯列弓，校合響曲を校合状態で解析し 3 次元的に
統合することが重要であるが，そのような報告は見られない。
本研究は，歯列形態の定量的および視覚的特徴を 3 次元的に解析する方法を確立し，校合再構成の指標となる正常






1 -2. 歯列模型の 3 次元計測に最適な計測条件の設定
本研究に最適な計測条件を設定するために，計測時の誤差，歯列および歯の形態表現，データ量，計測時間に
ついて検討した。








n -2. 歯列形態の 3 次元表示
日交合再構成の指標となる歯列形態の特徴を視覚的に明らかにするため， n -1 で得られた正常吹合者の歯列弓，
前後的および側方的校合轡曲の多項式を用い，歯列形態の 3 次元表示を行った。
n -3. 歯列形態の多項式近似と 3 次元表示による正常唆合者と不正佼合者の歯列形態の比較




1 )非接触型 3 次元形状計測装置を用い得られた歯列模型データの中から，解析に必要な歯列や歯の大きさおよび
日交頭頂や近遠心隅角部の 3 次元座標を容易に抽出することができた。
2 )コンビュータ上で上下顎歯列模型データの位置合わせを行うことにより，上下顎一体として歯列形態を 3 次元
的に解析しさらに， ~交合状態を 3 次元的に表示することができた。
n. 正常校合者の歯列形態の 3 次元解析
1 )正常校合者の歯列弓，前後的および側方的校合轡曲の形態的特徴を多項式の係数で表現することができ，校合
再構成のための定量的な指標として有用であることが示された。
2 )正常校合者の歯列形態を 3 次元表示することができ，校合再構成のための視覚的な指標として有用であること
が示された。
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